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団塊の世代が75歳以上になる2025年問題の克服に向けて、自らの生涯にわたる医療等の情報を把握できる生涯型電子
カルテPersonal Health Record(PHR)が本格稼働に向けた段階にある。

本研究チームは、平成12年から健康測定・健康相談事業を継続して実施している。これまでは測定データの一元化に
時間を要し、測定結果に沿った当日の健康相談内容にも限りがあったことから、継続事業にICTを導入することによ
り、健康測定の効率化と参加者の満足度向上を目指した。

PHRの構築に向け、個人の健康データを可視化し、包括管理する新たなツールを（株）ぴーぷると協働し開発した。

開発した新たなアプリにより、参加者と対面した健康測定結果の即時フィードバック、地域高齢者の健康管理に専門
職として効果的な介入することで、地域住民の生活改善、健康維持に長期的な寄与が可能になった。

1.遠野市ICT事業の視察

遠野市の「ICT健康塾」の取り組みの実際について事業視
察と意見を交換会を実施

2.健康測定結果入力・評価アプリの開発

（株）ぴーぷるシステム開発担当者と協働開発

3.新ツールを活用した健康測定・健康相談事業の実施

滝沢市とその近郊地域の住民85名に対し、健康測定・健

康相談を実施した。測定結果を開発したアプリに入力、
総合診断として出力し、それを基にした看護職による健
康相談を実施した。

▼研究の概要（背景・目標）

▼研究の内容（方法・経過）

▼研究の成果（結論・考察）

▼おわりに（まとめ・今後の展開）


